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【共同主催】 

JSAF特別加盟団体 横浜ヨット協会（YYC） 

JSAF特別加盟団体 横浜ベイサイドヨット倶楽部（YBYC） 

             【協力】 

              横浜ベイサイドマリーナ株式会社 

              横浜港ボート天国推進連絡協議会 

  



 

                      

 

１．規則 

 本レガッタにはセーリング競技規則 2021～2024 に定義された規則が適用される。 

２．競技者への通告および帆走指示書の変更 

 １）競技者への通告及び帆走指示書の変更は、レース前日までは東京湾オープン公式ホームページに掲示

する。レース当日は YBYC ホームページの BBS に掲示を行う。 

   大会公式ホームページ URL： http://ybyc.web5.jp/topen/2022/index.htm 

   YBYC ホームページ BBS URL：http://9023.teacup.com/ybyc/bbs 

 ２）帆走指示書の変更はレース当日の８：３０までに掲示する。  

３．レース日程 

１）レース日程  ２０２２年５月２９日（日） 

２）レース数   １レース 

３）予告信号の予定時間は１０：５５である。スタート予定時間は１１：００である。 

４）１３：００より後に予告信号を発しない。 

４．クラス  

１）クラスＡ（識別リボンピンク・ＹＢＹＣレーティング１．１０を超える） 

クラスＢ（識別リボンイエロー・同１．１０以下） 

５．クラス旗 

  レースのスタートに用いるクラス旗はピンク色の旗とし、両クラス共通とする。 

６．レースエリア 

  横浜市幸浦沖 

７．コース 

  旧オリンピックコース＋上１レグ 

  コースの説明を添付のコース図に示す。 

８．マーク 

オレンジ色の三角すいのブイとする。スタートアウターマーク兼下マークの頭は赤。上マーク兼フィニ

ッシュアウターマークは１。サイドマークは２。 

９．スタート    

１）両クラス同時スタートとする。 

２）スタート・ラインは、スターボードの端にあるオレンジ旗を掲げた本部船のマストとポートの端のマ

ーク（頭赤）の間とする。 

３）スタート信号後、１５分より後にスタートする艇は、審問なしに「スタートしなかった(DNS)」と記録

される。これは RRS A4 と A5 を変更している。 

１０．フィニッシュ  

フィニッシュ・ラインはブルー旗を掲げた本部船のマストとマーク１の間とする。 

１１．レース・タイムリミット 

   レース・タイムリミットは１５：００とする。 

１２．抗議と救済の要求 

１）抗議書はレース委員会より入手できる。 

２）抗議締切時刻は最終艇フィニッシュした後９０分とする。 

３）審問の当事者であるか、または証人として名前があげられている競技者に、審問のことを知らせるた

め、抗議締切時刻後２０分以内に通告が掲示される。 

http://ybyc.web5.jp/topen/2022/index.htm


 

１３．得点 

YBYC レーティングによるタイムオンタイムのハンディキャップレースとし、修正時間が同一の場合、

レーティングが小さい艇を上位とする。 

１４．安全規定 

１）艇長会議 

艇長会議は行わない。 

２）出艇申告 

レース申し込みをもって出艇申告とする。 

２）チェックイン 

  予告信号前、本部船にＬ旗が掲揚されたのち、本部船の左舷側に自艇の右舷側を見せ通過し、海上エ

ントリーを行う。その際、艇名を告げレースコミッティの確認を受ける。 

３）艇のフィニッシュをもって帰着申告とする。 

４）レースからリタイアする艇は、できるだけ早くレース委員会に伝えなければならない。 

５）競技者はレース海面にいる間、法に定めた救命胴衣を着用していなければならない。 

１５．本部船 

   本部船は白色３１Ｆのヨット（船名ＨＩＲＯ）。大会旗（コース図参照）を掲揚する。 

１６．賞 

・各クラス１位～３位（艇名を入れ後日発送する） 

・第１３回にちなみ修正１３位の艇。１３位の艇が DNF 等で得点が付かない場合はその上位の艇。 

１７．クラブ対抗 

   クラブ対抗は参加艇数に鑑み、両クラス修正を作成し、上位２艇の合計得点で表彰する。 

１８．レースペナント 

１）すべてのレース参加艇は郵送されるクラスを表す色のついたリボンをレースペナントとしてバック

ステー、またはサイドステーのデッキから１．５ｍ以上の高さに取り付ける。 

※クラス分けのリボンは返却不要です。 

１９．責任の否認 

 １）主催団体はレガッタの前後、期間中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる

責任も負わない。 

 ２）レース艇はレース中のみならず、その前後においても海上衝突予防法・海上交通安全法・並びに 

   港則法等を遵守し、付近を航行する船舶、錨泊船、操業中の漁船並びに遊漁船等の障害にならない様 

   に１００ｍ以内には近づかない。 

２０．ゴミ処理 

   艇はごみを水中に捨ててはならない。  



 

 


